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デジタル・インテグレーション
によるリハビリテーション
診療の展開

関西医科大紳リハビリテーション医学鵠座 教授 長 谷 公 隆 先生

リハビリテーション診療では、活動に関わる様々 な指標に基づいて診断・治療が展開される。こ

れらの情報を統合し、適切かつ効率的に活用できるようなシステムを構築することは、個々 の
患者

診療をサポートするだけでなく、リハビリテーション医学・医療の発展への貢献が期待できる。

　

定量的歩行分析では、歩行周期におけるパフォーマンスが運動学・運動力学的指標として数値化
されるため、治療効果を定量できるだけでなく、有効性を予測するための

ベースライン変数として

利用できる，また、歩行実用性に関与する臨床的指標に影響する特徴量を抽出することで、治療す
るべき事象が明確になる。リハビリテーション治療における臨床評価では、健常者との違いを尺

度

化するのが一般的であること、歩行関連指標は互いに関係し合って歩行
パターンを形成するので、

それらの特徴量の組み合わせを同定する方が治療計画を構築しやすいこと、から、これらを実現す

る特徴量選択システムの開発とその臨床応用について、アニマ社との共同研究を行っている，

　

例えば、歩行速度を規定する特徴量としては、床反力前後成分やｔｒａｉｌｉｎｇ
ｌｉｍｂａｎｇｌｅが抽出され、

これらを用いたクラスタリングによって、グループ観こ異なった歩行関連指標が治療対象として示
される。同様に、片麻庫歩行におけるバランス能力｛Ｃｏｍｍｕ

国ｔｙＢａｌａｎｃｅ＆ Ｍｏｂ道ｔｙ８ｃａｌｅ：

ＣＢＭ）と歩行耐久性（６ｍｉｎｕｔｅｗｅ並ｔｅ８ｔ：６ＭＷＴ）は互いに強く相関しているが、単独の特徴

量として麻陣肢および非麻輝肢の荷重応答期制動成分がそれぞれ寄与する。さらに、ＣＢＭスコア

には単脚支持期の前額面における動揺や矢状面の爪先離地時非対称性、６ＭＷＴ歩行距離こは歩行速
度成分に加えて倒立振り子形成に影響する瞳接地時 則方動揺や股関節屈曲角度の左右差が関与す
る。このように、どのような特徴量の組み合わせが臨床的意義を有しているか

を検討することで、
治療目的に適合した診療アルゴリズムを形成し、個別的なリハビリテーション・アプローチを具現

化できる可能性がある。

　

３次元歩行分析や床反力計測によって得られた結果を、マーカーレス歩行分析やシート式、靴式

などのシステムに転換できれば、比較的簡便な手続きによって、実臨床に新たな視点をもたらすこ
とができる。さらに、重心動揺や筋力データなどとの関連や、ＣＢＭ、６ＭＷＴなどの臨床指標

を融合

させ、活動に関わる要素を多面的に捉えることで、リハビリテーション治療の最
適化を促進するこ

とに寄与が期待できる。

　

本講演では、デジタル統合に基づいたリハビリテーション診療におけるデ
ータ管理ならびに治療

の展開について具体例を挙げながら、リハビリテーション診断・治療の近未来について考察する

（本講演で紹介する研究成果の一部はＪＳＰＳ科研費ＪＰ２１Ｈ０３３１１，理２０Ｋ２１７７５の助成こよる），


